
中国・厘門大学図書館所蔵「末次資札について

華　　　　　立

中国・優門大学図書柏には、「木次貿利」と称される、戦前から戦中期（1913

年ん1940）にかけて日本人によって作成された新聞切り抜き資料集がある。週

名の「末次」は貼ィ、J剰IJfr紙に印下された「末次研究所」にHl来するが、それ

が当該賓料の作成に中心的役割を果たした人物、末次政太郎のことであると判

明している、切抜帳は全都で755州あり、B4サイスで製本され、【ニJさ2ノトー

トルの菩架6連、t′もrllめるほと、海外に現有するその明代の新聞切抜コレク

ションとしては輔にみる入部のものとなるのだが、口本凶内ではその賓利の存

在すら知る人が少ない。

「末次資料」は優門人一千回．許蝕にその場本が所蔵されているほか、1997年、『中

華民国史史料外編一前日本末次研究所情報資料こ（以下ア外編』と略す）と題

した同資料の貨仰木（履製本）が広l嘲甘托大学山敬礼から刊了jされている。し

かし影印本は出版にあたり、原本の構成を　部変更して鋸施した（その詳細は

後述する）ため、前者の忠実な出現とはいえない√、

筆者は昨鼠以来、I夏門人学航朋官を二度訪問して原本を胴春した（、本稿はそ

の見聞をまとめたものである。たたし、当穀粒の膨人さに対して筆者の滞在期

間は短く、収態できた卜■1鞭の芹▲も限られている、それがゆえに本稿は、本格的

な史料分斬ではなく、当寮料の成り予ちやその構成の人要を中心にした紹介に

EJんじさるをえない（、それに加えて、矧井本『外編」と坂本との相違在につい

ても触れておきたい‖いまもなお口本凶内における当資料に関する普誌的情報

が乏しい状況にあノ〕て、この紹介文がコ賢料の研究・利用の一一助になれは幸い

であるn
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中国・優門人学回書儲所蔵「末次蓑利」について（華）

－、末次政太郎と「末次資料」の成り立ち

優門大学凶宮邸の説明によれば、末次研究所は当時北平（即ち北京）市内の

「勅克棲鳳楼ヒ号」にあったという。民l垂J共田ヒ京の地凶に照らして、東学交差

点の東北角に位揮する「棲鳳楼鯛同」が該当するかと思われる。ただし「甘地は

現在、都市開発により路地全休が取り壊されており、その跡を辿ることはもは

や不可能になっている。

ノJ、登利イ′成者の末次政太郎については、中国での調査では人名以外に情

報がなかったが、東京の外務省外交史料館で調査したところ、いくつかの手が

かりをえた。

まずは彼の＝身地と職業について。人Il卜一年（1923年）北京駐在公使芳滞

謙吉が本省にあてた苦節■しによれば、末次政太郎は福岡県の出身で、人l卜初期

に矧司日日新l用の特派員として乗車し、人正十二年の時点で彼の北京滞在はす

でに十年の良きに及んでいたという。逆算すれば、末次の北京入りはおそらく

人1t二年の頃にさかのぼるのであろう。この点に関しては新聞切抜の日付から

も裏付けられる。、「末次資料」のなかで時期がもっとも？一い切抜は1913年3月

のものとなっている。少なくともその時点で彼は北京に滞在していたと考えて

よかろう「

北京滞在■llの末次政太郎は、前記の新聞礼の仕事に携わりながら、日中両国

の交渉にも多人な関心を寄せ、積極的に関与しようとした。その－1列として人

目八イl（1919イ日、北京政府教育郡の次官から申し出された対円教育借款の要

望を受けて、彼が斡旋役としてその講を九州製鋼所の関係者に持ちかけていた

ことが、「外務省記録」の文昔でわかる■巧。また彼と人物叩閥呉侃′戸との間に

も　▲定の連絡があったと伝えられている。そもそも大日八年頃から日本当局は、

国際的に孤立感が強まったことから、刈外宣伝の強化による自国イメージの改

善を目論み、その方釘のもとで、外務省では新聞関係の海外適イロ員の補強が子J

われていた。末次はそれをチャンスと捉え、知人である北R本汽船礼長の末永

一二を通じて外務省に働きかけた結果、人正l二年十二月、北京駐在の海外通

信員に採用された1＝1該資料の名称の巾架である「末次研究所」がいつ成立
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り】国・噴門大学図円灘所蔵「末次肇利」について（華）

したか、また末次以外にも構成員はいたのか、なとの∴吊二ついては、いまのと

ころまだはっきりしないが、「末次貿利」そのものは1920咋代後、l′から採錨ぶ

が増え、川紙の体裁と作成手順も整備されてきたことをみれば、外務省採用を

契機にその切抜事業も　気に本格化したと巴われる′

では、北平で†′l成された「末次資椚」はいつ、どのようにして駁門人′、ア湖書

館の所蔵にな／Jたかり中也での調査によれは次のような捏緯を辿／Jたと思われ

る1■。

1945年日本敗戦後、「末次党利」はl司民党政府に接収され、南京の阿防部史

政局で保管されるようになった。しかい949で「、共産党にl牧れた国民党は人障

からの撤退を余儀なくされた。その際、械密規資料に属す「末次貿判」が福建

粗目で台湾へ運ぶよう命じられた－　だが賓利が福州に到羞したのち、その情報

をキヤノチした共産党人は資料徹謎の出仕計具什代（前史政局長官、当時では

福建省接靖署主什）に接触して、」寮料を福川に留めておくように説得につと

め、ついにそれに成功した自具有本人はわ湾へ経ったが、八正覚との関係が発

党し、　年後に処刑された．J彼がいわば命がけで福州に残した「末次資料」は

まもなく麗門人学図書館に移管された。ちなみに当貿料獲得に圧力した共産党

の関係者のなかには、瑚寺の神．建省研究院幸l会科学研究所長章振杜氏、同所歴

■吏維教授、のち優門人一、iご教授の憧衣凌氏らが含まれていた。前掲「北平東城棲

凪楼七号」の研究所所在地名と末次政人鋸の人物名も、上記の関係石が優門人

苧l軒古館にもたらした情報であるという′

二、資料の構成と標題

755冊と入部になる「末次貿札」は、事項（カテコリ）別に分煩され、l・・卜一

項目内の。L事は時系列に並へられている。ひとつのカテゴリに含まれる切抜帳

の「町政には大きなばらつきがある（少ないものでは　一冊から敬川ほでだが、数

十冊、さらには白川ほ超える膨人力カテコリもある。また、窮利の全休的構成

を小す総目録にあたるものがないため、検索に不便が否めないが、その場合、

各切抜帳の昔来航に付された標題（＝タイトル）を手がかりとすれば、その全

－147－



小l可・優「卜」大草園苦言所収「末次資料」について腫）

容が掴みやすくなる。ただし現行の標題についていくつか留意すべき点が鳴る

ので、まずはその説明を行っておきたい。

1・各切抜畷現在の表紙（カハー）は末次研究所当時のものではなく、即門

人ノ錘1茸棺に人蔵されたあとにイ」けられたものである。そうした表紙の新調と

ともに、作表紙の標題もすへて申凶語にrFlき改められているr，製本の裏表紙に

本来の日本語標題が　那残っているものもあるが、少数にとどまっている‖

2・標題の苦き替えは複数のスタノブの手によったと■且われる。筆跡の違い

だけではなく、簡体字と繁体字の－良川も目立つ。さらに、翻訳の基準も1分に

純　されておらず、その結果、1・了卜日本語に刈する中国語の訳が多様である、

という現象が起きている。

3・イデ寸ロギーもしくは日中両国の政治的≠場の相違による中国語訳への

膨響　明らかである。たとえば「満州事変」を「九一八事変」に、「満州国」

を「偽満」に、「R文戦7・」を「侵華戦争」に、「排日」を「抗日運動」に一書き

改めるなと、中田人読者を意識した語句の修正（すべてをイ馴Lたわけではな

いが）がみられる。その意味において、現行の標題は日本語の直訳ではなかっ

た、というノ畑二か注意が必要であろう。

筆者は瑚Jの標題に基づいて分類項目の大要を整理してみた（末・を参照し

それを見れは、「末次資料」は内容上、おおむね二つに大別される。

その　つは、日日0年代から194明代までの中洲占軌こ関する、いわゆる「しい

州問題」を軸とした部分である。この部分は、北京政府と軍閥混戦期、北伐戦

争期、南京国民政府期といった時代の推移に拾って、カテコリが設けられてい

る。各時期の政治矧机二重一正が摺かれたとみられるが、l■川に、経済・対外関

係・甲弔・文化教育・社会生活などの分野に関辿する報道・論議藩豊点に収襲

されたため、記事の内容は非常に多彩である－

もう一一つは、20【u紀初頭の＝申外交交渉から、次剃二戦争状態へとェスカレー

トした日中関係について、つまり「Rll憫題」を軸とした的分である。この部

分においては、靴前の日中外交、満州事変とその後の東北地方、華北11件と華

北情勢、庖一昔槍17変、日中戦争各段隅の滅況、戟時日不を鳴り巻く凶際環境や

日本の外交・柳沼事情などをめぐるカテゴリが設けられている。分昂としては、
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申匡卜億円大学岡澤餌所蔵「末次督判」について（華）

百爪を超える「申＝・柁ヤ」が最大のカテゴリで、資料合体のおよそと分の一を

【【－めている‖

さらに、原本を′⊥1枚したところ、当で津＝二総目録というものはなか／）たが、

切抜帳ごとに対応する目次（＝索引）が存ノーしていたことが判I目した（すべて

の切抜帳にそれが作成されていたとうかは不明だが、少なくとも一一部の切抜帳

にはそれが存在していた）、、ただしこの種の日次は、1該切抜帳と　休化して

いたものと、「日次別1Imすなわち別川】となっていたものといったように、

つのタイプに分かれる、Ili」者については筆者の調査でも確認されたが、後者の

「別冊」け次については、現存の資料集の中には残／」ていないり　いつ、どこで

資料本体と逸れてしま／）たかも不l明である。図書熊スタップに尋ねて見たが、

心当たりはないようであった。

表－　「末次資料」分類項目一覧表

「lH刷周提」の郡 

区　分 ��劔免ﾄ��B�

◆ �� 劔�3 1 5 二i 2 4 1 1 10 1 4 2 2 1 5 1 ウ 2 1 4 

rll ��

り」ヽ 

掟被 ��

l L ��

l 斤イ 箸��｢��R�封 成 「和一 箸�甲． 【 

各l 鋸 ��

行之－ 

メ＿J＿ 剪�

H、i



中国・優門大学凶∫餌所蔵「末次資料」について（華）

排外輿人民反基督教活動

沙面衝突後的広東／港母罷丁
隙．城中件

招両局工イ1

宵奉戦争輿講和運動

第一次直奉戦争

節一次直奉戦争後的江西柏

第二次直帝戦争

智桂叩閥内戦

孫伝芳入福建沈鴻英人卑・海制ヒ堀割1－

熊克武佐入湖北唐船尭侵入広西／旅商人陳西

広東政況

孫中日仰外交団的衝突

孫中山奉安

同氏軍和反国民甲的対抗／国民軍1和反国民び的対戦／l－氾聞損

抑反阿民印的対戦及其時代

郭松齢例文別件／郭軍敗滅後的昭電卜段棋端ド野問題
国上ぐ巾戦車

河南争奪戦
呉†凧′戸張作誅会。義

市火運輸閃超

泰系対鳩軍的課担い両角聯軍都泰雄的対抗

市魯孫聯叩利国民党印的角逐

【頃昭緒粗朋末路

中岡軍閥的混戦和国民甲

適化大刀会暴動小什

北伐il王的北伐及其時代

北伐軍事備

中陥1動向
J久徽／⊥弥「十J北両市的対抗

国民　命揖輿奉中的対抗

在河l削勺膚玉梓

泰叩題目刷l寺］挨形那興摘北を協／奉即題川村向後両甲的対抗

国民耶命叩北進的押折

奉大山西両派的決裂
津浦線上的孫†五九和回灯党利′J戦争・奉拝両軍的戦が／京灘

津捕両線南北附†勺対抗

糾地叩間典国民党人物誌／日座り＼物誌
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rl串い優門入学し椰rF銅所践「末次肇判」について（輩）

㈲」机針目′【／長日一′Fn対U刊’l／状【りい⊥兆円机榊司還御′ト

北伐瞞利射．来及、l′汁一端Ill】況

平津的国艮党菟郡

1玉l民政J什的政流動態

国民党ノ・l・串委員会成育

【JL】民政IH左ん派的ト」．日／′rヲT相和別個L・際／執・尉破裂朴座・泰妥

協的交沌

唐隼針布目」【民政l鉦的酢突／昭＿　期北伐酬満和押】智勢力的ち【i除

国民党政府的北伐・北伐・lりヒl

惇介石板俄柊的南北対抗

張作藻被爆記載・束　二省形勢和対南ノJ的妥協

垂下撤退後的北吊／奉■lq徽退校北京的円い班会講

談車余．詭／1円▲菜摘J出

来一省状況／東一省小情

東　㌣ト科目1】上く政的／東　省輿場景】上目仁政的

何代政府芯ガ言・案

回艮億的政治輿揮一別勺叩論

l■LHe党会。義

弟∴次合同代衣入会／和明闘神川ノ、次Lr■全会議／約五次執
監入会／九　八廿変後日圧政†打的紆次会議

川Ll」会議

国民政府経済建設委艮会

刊土日l小牧祥済会日義／「東京政府山′J財政

l巨J京政府没収私産

南京政況
l射於国民政府的雛串
地ノバ‾1政

広東省　川拾遺

山車＝一隼始道

民lE什六年拾遺

民F目　し隼槻Ⅲ

民L上H一八年拾遺

民いll八日L年拾遺

上引叶大小記

民国政府11封lr利権運動

H民政的対外交渉冊斗

対外椚易
中外脊椎r」】

国民政府的細支十け欽
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■い阿・馴門大学牒l洋館所蔵「末次資料」について（華）

国民政府的幣制改革／中国金融／銀問題

国民政府改定税制問題／国民党的税制自主運動／税別政策／
改定憫税率和廃除厘金

lJ蛸矧玉1民政Jf」／南京派輿広西派的繊突輿安協

藩介石典凋玉梓的衝突／茸介古典閻錫山潤t祥的衝突
監禁胡一班民和両広的独音／向広独立和北方的反蒋運動／石友
一的挙兵

韓復梵和劉齢年的簡便
州Il省的内幸／川川政局／劉湘和劉文師的内訂

蒋介石捉椚新∠li．1運動

腑声良恒＝ヰ和東北叩

共庭先丹l丘′共産党・即1一

別共

共産党丹／共産党甲占領長抄
人甘命失敗後発在華北的地下闘争

l可共分別聯俄等問題

l耳共関係

午牒H可1

西安事変／西安事変蓑後

中俄関係／中鮮関係／・川村勘迅

中東路串什／「H刃回収中東路／中東路肌遁／中東鉄路／中東

路譲渡問題

イ1妹佗館掛1川勺党案　▲部分

蘇聯析極登叔日中1

Hl鯨関係

人粗製救済／賑災輿借款／関川河南的飢荒

中国黄河歴代変遷史

石関守中川勺論叢

農業
鉱山　般

数行問題

机片／禁煙lイ′r

塩務

航半
枚苫盗宝案

震南境界lU」ほ

印度小′夏

日河港修建問題

威海衛刷版的交渉
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申【玉卜億円大学し緋丑館所蔵「木次貿利」について　仲）

▲兢蘭島建港

徳川蛸款償日間選

外蒙■【．■ljrlJ

腑■一・支

考Ir－

華僑

新郎

「日中l別系」の那

廃除‾　十一条／修改中日条約／中日条約鳩欒

占‾鳥問題

日本対外留易
日本対外聞係拾遺

R本拡販政策
日本政治軽†首／ll不政治状況／ll本経済政治状況

HlU交渉／中日関係／中日外交

日本的文化車業
∪本侵略東北l人愕泄l題

一緒一円・商業

l海刺牛（＊1（）25）／l札Hll惨案l「1」発各地州牛

l泡騒動和各Ltl八川彷愉／日毎共l明汁備拾遺

洗11廿有配料墾撃草件

「泡租弊／日独外国租界

l海里変／lr炉］】件（＊1931－32）

日本けr兵日東／済南州′L√済篠目可′1後的中日交捗

満州事変／九　八■甘変／満州小変続編

満洲吏変異国際欄灘／ノし　八少変石目利鞘聯盟ノ牒l際職灘対韓

的援助

薄儀称満
偽満情況／11甘洲政情／Ⅷ即日行政／偽満政帖

偽溝辺料糾紛／澗蓑田‖－1境問題

偽満対外関係

偽満州的建．糾llJ況／偽満洲海関接収／満州丁農業／満州的実

業／偽満経済状況

ノL－／u変前出　省．．椚M軋／満鉄・出青

大津小イ′l

東北義勇巾／中国人民運朝
方ilJ慄和朝鮮的暴動
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中国・駿門大草園哲郎所蔵「末次資料」について（聾）

華北事変／華」ヒ事件／華北自治事件
華北少しで」／華北情勢／華北惰況／華北政情／華北形勢

華北特種貿易／中国の実業和日本

南港橋ホ変
通州事情
申　関係／中ロ事変

中日戟争和実業／中ロ罫変和実業／中日事変和経済

内蒙独立運動／内蒙的独立

l人指■り哺

内議■拍政情

J海八一一抗戦

十九路軍反抗南京政的

国民政府的抗月準備

抗戦第　段l削勺阿民党政的

南京国民政府的内政外交
華南抗戦局勢・日本侵【㌧」裏門

小河人民坑口運動／中国人民反日超勤／人民故国俄組
英美対申し玉l抗戦的態度

偽り】央全会

侵華戦争中的日本／侵壁戦争中ヒ†本的外交軍功財政経†抒

在留邦人／口人被宰和川越対華交≠／広東撰口日人1JH牛

中外垂線揖管理問題／関係三升無紋1㍍的争執

某日貿易協完
11徳防共協完

日蘇関係／蘇目安渉／漁米問題

張鼓峰了田牛

炎H交渉／英日外交

英美対日川備
非戦粂†′l

荷印和日本
美lけ十交

助川l／秋川政JJ／欧州拾遺

敗戦後的戦債問題

人、†7f斗会議

．糾す主義間的矛構

外同市小

突1叫対準新政策的発衣及八㍍響

瓶狐叫獅会議／‖内山揖怖会議
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中阿・優門人学図洋館所蔵「末次資料」について（聾）

渥太堰会読・廿界綽済会議
IM税会議

l対比仰已小紙侵事rl

矧国的払張
芙l｝湘勺木上．ほし

（文字小鮮明によりl分に読み取れなか／〉たもの）

三、採掘された新聞紙の詳細

「末次資料」の切抜帳は刺†げ「紙を使用していた　用紙最「部の欄外には

「西暦00年＝昭和00イl＝中華民国00年」と当該切抜帳の作成勺が記され、

F鋸の左かイlの相には「末次研究所」の名称が印刷されている。また切り抜い

た記事については、原紙才一と日イ」が記されている、当初はf書きで記されてい

たが、1920年代の後、l’から次第にスタンプ式のものへと変わった。なお、記入

された1京紙名は当該新聞の‥式γ－称とはl眠らず、しはしは略称も使用されてい

た。

ア外軌の説明によれば、「末次資料」の揉録対象となった新聞紙は「50余稗」

であるh■。たたそこに新聞紙名への只体的言及がないため、詳細は明らかになっ

ていない〔他力、筆舌＝身か確認できた新開の数は瑚fl胴紙であるが、なかに

は略称にととまり日式ネ称の判明に1、らないものも含まれている（表二を参

叩。なお、筆者の調査にも佃認漏れのUJ能性があると思われるので、今後の

進展にしたがって憎【lを加える所行であるハ



■書咽・原門人学回一円二舘所蔵「末次資料」について（葦） 

表二　「末次資料」採銀紙名一覧表 

略　称 � 

1 �� 傀y�R�����ｲ� 

2 �� ����V��〔亨 �� 

：う �� ���7H+�*B�二ヱ �� 

4 �� 冉ｸ傭�冉ｸｹ駝ﾂ��� 

5 ����冉ｸﾋ��十 �� 

6 冉ｲ� ��冉ｸ�r�発寺 � 

7 �� ����

十 ��即日服 ����

9 ��僻 ������ 

10 ��報 ��冉ｸ6ﾒ� �� 

11 ��報 ��冉ｸ�2�ギ 俎2�

12 ��民祁 ����

1こう �� ����

1∠1 �� ����� 

‡† �� ���ﾙfｸ6ｲ��� 

日 �� ����8､2�俎2�

17 �� ����

18 ��撞 ����

19 �� ����ｨ���ｩj����

20 �� 倬R� ��

21 �� ��ﾒ� ��

22 �� 佰b� ��

23 �� ��ﾂ�民 ��

2′1 �� �(h魎� ��

25 �� ��亜 ��

2ri ����ﾂ� ��

27 ���8��」 ��

28 ��冉ｲ� ��

／十十 ���������

l‾J 

備　　考 

1 ������

ウ ������

：う �� ��ｨ蕀?ｨ�����

4 �� �8ﾈ塊���

5 俘ｲ� ����
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中国・優門人苧図出棺所哉「」、次資料」について（華）

6 雙r� �=��剪�1 �� 

7 ��b�ーl 佰ｸ鍈���2���k 價ﾘ,H��� 

8 �7H+�m2��?ｩ_��劍ﾛim｢�左i 價ﾘ魎�、ノ ��

9 ��� ������」 ��l ��

川 凅��Jit �� ����2�从ｨ����� � 

11 儻ﾂ�Hl 劍,ﾒ��� 

1／ ��劔 ��莓ﾂ� 

13 ��劔」 �8ﾉ+｢� 

14 ��劔 ��ﾉh�� 

15 ��劔iH ����?�h�� 

略　称 ��

1 ��劔�� 

2 ��劔碑�D8�E2� 

：う ���B�11CS 劔��X�EH�EB� 

4 �H,"� 劔綿��� 剪�

1．1）．N ��

表一の採録新聞紙からうかがわれる　r末次資椚」の特色をあげてみるっ

1．当重科の採録則象紙はおもに中国現地で充子」された各種新聞紙であり、

とりわけ中【輔ヒム地域発行の‾ト姿紙を網羅的に採録していた。その点において

は、R本国r人J紙をi体とするトJ特用の新聞切抜事業と明らかに採録範関が異な

り、当資料の重要な特色であるといえる－，

2　　日に中国硯地発行紙といっても、採録された諸紙の件格は多様である。

言語卜でいえは、小国．．7∴　日本日子い某日7iとの　＿口．，吾があり、経常榊の別では、

日本系・中国系・イギリス系と人別される‖日系．．古紙の場合、満鉄機関紙の『摘

洲11日新聞』と、北京・大津で最大発行．てl；故を右した　F京津＝l用冊軌　に加え

て、外務省市杵の漠了紙　■「脳天畔鞘」l　と英了紙「North Chlna Standard』が含

まれ、さらに、日本傘卜にあ／）て、日本の政治政策にH．凋する中凶人7任官紙も

あった。、11拇陵卸に形成されていた新聞軋論のありさまを如実にJ又映している。

3　採録紙の良人クループをなすしい国系新梢のなかでは、「人公報」「猛理経」

「罠報」なとの有力郎二が、1初から発行部数が多く、現在も比・校的保存状況が

良好で、近竹のマイクロフィルム化によりその検束・利用も便利になっている′

－157－



Ll咽・優門大学【那肯館所蔵「末次資利」について（雫）

しかし一力、「叩寅日刊」「公昌幸臥「輩鈍日報」のような新聞紙は、20世紀初

頭に一時発刊後に廃刊となったこともあって、その散逸が進み、所在の確認す

ら凶雉になっている。ということから、当資料に採録された1910年代から20年

代の切り抜き記制は、当時の楠報を知るための重要な手がかりになるたけでは

なく、中国近代新開発通史の研究においても、重責■な翻料源であるといえよう。

四、F外編』と「末次資料」原本の比較

「末次椚料」が優門人′芋同書鰍二収蔵されて以来すでに半世紀以卜の搬月が

経過した。その札所蔵先のJ夏門入学図書館が原本紙質の老化に憂慮し、整群

出版を何度か試みたが、資金面の凶雛もあって実現に至らなかった。

その後1995年、中国国家教育委員会の後押しを受けて、当資料の影印出版が

再び論議され、ようやくその企画が軌道に来った。広西師範人′デ出版封と掛・ll

T佃■l■結印刷所が共同で資金を拠州し、編目と索引の作成は杭州人学園帯館が

担当した。複数の研究・出版機関の協力により、】997年、全巻2川冊の大型揖

印本『外舶』がtr」行される迩びとなった。

外編Lのけ徹によ／Jて、わきわき原本の所蔵元へ出向かわなくても当貿利

の利川が吋能になったことは、この分野の研究者にとって朗報であろう。また

『外鋸』は、原本を全巻影印とし、切抜記事の内容に対して添削・修正のよう

な加Tを　一切施さない方針を採用したことも評価できる。しかし一ノノ、後者の

編集者が影〔‥本の構成に対して、原本のそれを　部改変して編集したりするな

ど、その畔率なやり方により、『外編』は原本の風貌を守れなかったばかりか、

新聞切抜翻－1集としての機能まで　郎損なってしまう、という不本古な結末を

招いてしまった．J

既述のように、原本の「末次資料」は作成時、事項別十日付順の頃日りを徹底

し、採録紙の言語を問わず、同　テーマの関連記事のすべてをUイ」の順に整理

していた。その手法により、切抜肇利の時判′lと対照刊が十分に牛かされてい

た。これに刺して影印本『外軋りの区分基準は、切抜の言語別を最人原則とし

た。その結果、755冊の原本がタテに　＿本に分解され、「中文部分」100m、「日

－】58－



・H叫・鳩r】人手畑11鮒所職「木次寮利」について　岬）

文部分」56仰、「央文部分」54冊という肘狛二なった。lUj　‾言。崇の部分におい

ては、切抜資料間の関連刊と連続増が比較的に保たゴしたとはいえ、言語を異に

する切抜記事間の本来の連動関係は引き裂かれて見えにくくなってしまった。

各言語那倒二おける分類項目の作成にも問題がある。構成全般の改変にとも

ない『外編』の分頬墳Rも新たに作成されているハ　そこで、大分頬としての46

項別は各吾l粉に共通して設けられているが、その下付の、より詳細な検索機能

を有する記事の見出しの索引は、「中文部分」においてのみ†′l成されている。

したがって、小河語切抜記事に刈する検索の機能は帰本に比へてある程度l占廿

した反面、日本語や英語の膨人な切抜記事の検射二は、人分類の46項目しか手

がかりがないため、特定一記事の割り出しに際してはむしろ手間取るようになっ

た。

以卜の坪山により、『外純　を「末次賓利」原本に代替可能なハージョンと

みなすことはできない。／㌻後も、研究のために坂本との照合は必須であろう。

しかしその原本は‡州、劣化なともあって、ペーンをめくるたけでもタメーシ

を・受けてしまうほど危機的状況にあり、それがゆえに、悦本の長期保存と研究

利用の両面でその対策をり急に講じる必安があるU近作日本凶内では、戦前・

戟中期の資料集のナシタル化本業（デシタルアーーカイブ）が多数行われている。

申匡順び【1人サ同書舘に所蔵されている、l掩料にも、このようなチャンスが　［

も早く訪れるよう、筆者は願っているし

註

・：】）「外務省記㍑・日－ト1、沌11耳rl　■rJ、l牲係耕作′／嘱。及補助金支給′■沌諸抑止ノ．伝許支‖澗

條l

・：2）『外務省H己録JIH7矧1111†対支楷款†是日系附′レ」い八枚Jトノ．Tに狛2巻」

・引‖前掲云11

〔i〕筆名と榎門人′　阿己鉦rH摘l蛸桟汗せ腰1（．との対日記釣ほも　に整理した

L言『中華矧1、l史史料外編一山日本木次研究所r】■川路札（広西師種沃ヤ侶敬礼、1997隼）の「編

柳整理脱明」による」
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ll咽・原門人′八軒甘酢所蔵「末次資料」について（華）
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